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平成30年度一茶まつり全国小中学生俳句大会において、全国最優
秀校(小学校の部一校)に贈られる「学校賞」を受賞しました。３年
連続での受賞です。また、個人の部では、投句数86,553の中から最
高賞の「特選」に３年 芦崎 絢音さんが選ばれました。特選の次の
「秀逸」には５名、「入選」に６名が入賞しました。このように上
位入賞者が多かったことや本校から応募した俳句の全体の質が高い
ことが評価され、今年も学校賞となりました。
俳句づくりは、本校の特徴的な教育活動です。長泉寺の柳川住職

のご指導により、子どもたちは質の高い俳句を作る力を育んでいま
す。今後も、ふるさとの四季、ふるさとの素材を題材にしての俳句
づくりを通して、ふるさとを愛する心を育んでいきたいと思います。

好天に恵まれた10月25日(木)、チューリップの
球根植えをしました。地域の老人クラブの方が１
３名も協力に駆けつけてくださいました。子ども
たちは、地域の方々と触れあいながら楽しく作業
に取り組みました。チューリップが咲く来春が楽
しみです。来年もきっと、学校の玄関先を彩って
くれることでしょう。地域のおじいさん・おばあ
さん方に、サツマイモの苗植えからはじまり、今
年もいろんな作業で大変お世話になりました。大
変ありがたいことです。これからも、いつでも学
校にいらしてください。
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【 地 域 の 方 と 球 根 植 え 】

来春に向け球根を植えました

教育目標「知・徳・体の調和のとれた ふるさとに生きる子どもの育成」

あきた白神子ども俳画大会に、全校児童が応募しました。
最高賞にあたる八峰町長賞に、６年 白鳥 武蔵さんの作
品が選ばれました。峰浜小の児童が14名入賞しました。

【八峰町長賞】 ６年 白鳥 武蔵

【八峰町議会議長賞】 １年 なかやま みう

【八峰町教育長賞】 ６年 神馬 弘人

【審査員長賞】 ６年 今井 綾乃 ５年 小川 優雅

４年 今井 海里 ３年 芦崎 絢音

【審査員特別賞】 ６年 武内 香葉 ６年 川尻 朝陽

３年 武内 陽世 ２年 木藤 利吾武
【佳 作】 ４年 鈴木 海斗 ４年 佐々木 渚咲 ３年 斉藤 蔵磨

５年生は稲作づくりの最
後の作業として、天日干し
した稲をみんなで運び脱穀
に取り組みました。今は、
収穫した新米を関東地方在
住の八峰ふるさと会の方々
に贈る計画が進行中です。

10月30日(火)に、１年生の保
護者の方々が給食の試食会を
行いました。お母さんと向か
い合って食べて、１年生も大
喜びでした。午後からは、学
校の畑で収穫したサツマイモ
を使って、親子クッキングを
行いました。

１４名も入賞しました
第５回あきた白神子ども俳画大会

５年生 稲を脱穀 10月26日(金)

【 Ｊ Ａ 青 年 部 の 方 々 と 】

【親子でスイートポテト作り】

【八峰町長賞】
６年 白鳥 武蔵

【八峰町議会議長賞】
１年 なかやま みう

【八峰町教育長賞】
６年 神馬 弘人

お母さん一緒でうれしか っ た よ

教育目標「知・徳・体の調和のとれた ふるさとに生きる子どもの育成」


